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「
布
教
講
演
会
」
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】　

令
和
６
年
２
月
28
日　

　
　
　
　
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
15
時
ま
で

　
　
　
（
9
時
30
分
受
付
）

【
内
容
】　

午
前
の
部　

D
V

D

「
扉

開
い
て
」　

視
聴
・
質
疑
応
答

　
　
　
　

午
前
の
部　

講
話

【
場
所
】　

愛
媛
教
務
支
庁

【
対
象
】　

よ
う
ぼ
く

【
参
加
費
】　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
お
弁
当
お
茶
込
み
）

【
持
参
品
】　

筆
記
用
具

申
込
期
限　

令
和
６
年
2
月
15
日

　
〈
講
師
紹
介
〉

久
松
真
一
先
生
（
63
才
）

高
岡
大
教
会
・
清
幡
分
教
会
よ
う

ぼ
く

1983

年　

天
理
大
学
外
国
語
学   

部
フ
ラ
ン
ス
学
科
卒
業
、
道
友
社

勤
務

1987

年　

倉
本
聰
主
宰
「
富
良

野
塾
」
入
塾

1991

年　

日
本
テ
レ
ビ
「
助
教

授
一
色
麗
子　

法
医
学
教
室
の
女
」

で
脚
本
家
デ
ビ
ュ
ー

久
松
真
一
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ私
は
「

富
良
野
塾
創
設
者
、
巨
匠

倉
本
聰
」
と
衝
撃
的
な
出
逢
い
を
通

じ
て
脚
本
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め
て
27
才
で
飛

び
込
ん
だ「

夢
」
へ
の
第
一
歩
。「

北

の
国
か
ら
」
の
大
地
で
農
作
業
を
学

び
、
31
才
で
脚
本
家
と
し
て
の
デ

ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
32
年
。
今
ま
で
の
立
場
や

経
験
を
通
し
て「

夢
」
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

今
ま
で
の
執
筆
活
動
や
演
出
家
と
し

て
の
経
験
を
も
と
に
皆
さ
ん
と
お
話

し
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

1
日
（
木
）
9
時
30
分

・
支
部
に
を
い
が
け

　
　

双
岩
分
教
会

2
日
（
金
）
午
後
１
時

・
支
部
例
会　

愛
西
分
教
会

4
日
（
日
）　

午
前
8
時

・
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン

　
　
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

9
日
（
金
）　

午
前
9
時

・
少
年
ホ
ー
ム
ひ
の
き
し
ん
　

　
2
班 教

区
・
支
部　

2
月
予
定
表

教
区
布
教
講
演
会
の
お
知
ら
せ　

2
月
28
日

み
お
し
え
学
習
会

天
理
時
報
手
配
り
の
予
定

　

2
月
の
手
配
り
の
予
定
で
す
。

・
7
日
号　

２
日
（
金
）
到
着
予
定

・
14
日
号　

9
日
（
金
）
到
着
予
定

・
21
日
号　

16
日
（
金
）
到
着
予
定

・
28
日
号　

23
日
（
金
）
到
着
予
定

　

み
お
し
え
学
習
会
の
案
内

　

以
前
、
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
だ
っ
た

も
の
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
「
み
お

し
え
学
習
会
」
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は　

親
神
様
の
十
全
の
守
護
で
す
。
教

え
を
わ
か
り
や
す
く
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
学
習
会
で
す
。
親
神
様
の
お
働
き
を

よ
り
具
体
的
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

十
全
の
守
護
に
込
め
ら
れ
た
親
神
様

の
親
心
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

日
時　

2
月
11
日
（
日
）

　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分
ま
で

場
所　

保
内
分
教
会

        　

八
幡
浜
市
保
内
町
喜
木

　
　
　

電
話0894

ｰ
37

ｰ
3130

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）

　
　
　

片
山
晴
善
先
生

　
　
　
（
天
理
教
久
万
山
分
教
会
長
）

参
加
費　

無
料

対
象　
　

よ
う
ぼ
く　

信
者
さ
ん

携
行
品　

筆
記
用
具

申
し
込
み　

所
属
又
は
近
く
の
教
会
に

　
　
　
　

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

「ジョウロウホトトギス」　　 ジョウロウホトトギスは、四国の
太平洋側の地域に特産する種類で、山地の渓
谷の湿った岩場や崖に見られます。釣り鐘形
で明るい黄色で長さ 5cm ほどの花を、葉のわ
きに 1 ～ 2 輪咲かせます。高知県の固有種で、
県の絶滅危惧種に指定されています。1885 年、
牧野富太郎博士が 23 歳のときに日本で初めて
横倉山で発見し、“宮中の貴婦人・上臈（ジョ
ウロウ）” に例えて博士が名づけました。ジョ
ウロウホトトギスは、牧野富太郎著『日本植

物志図篇』第 1 巻・第 1 集の巻頭に掲載された植物です。『日
本植物志図篇』は、1888 年、牧野博士が 26 歳のときに自費出
版したもので、博士にとって若き日の記念碑的な著作です。そ
の巻頭の植物にジョウロウホトトギスが選ばれています。この
ことからも博士の思い入れの深さを感じることができます。

支部情報ねっとへの QR
コード　→



        

月　日 曜日 班 当番教会 月　日 曜
日 班 当番教会

1月12日 金 1

伊方（10）、三机（15）、西宇和（15）、保内
（４）、四ッ浜（６）、和香媛（5）、愛西（8）、和
之元（10）、御崎（10）、双岩（５）

7月 9日 火 2

真穴(16)、八幡浜(17)、八重浜（15）、三崎島
(17）、大媛（６）、町見(13）、日土(12)、陽幡
(13）

2月 9日 金 2
真穴(16)、八幡浜(17)、八重浜（15）、三崎島(17）、
大媛（６）、町見(13）、日土(12)、陽幡(13） 8 月 夏休みのため　お休み

3月12日 火 1

伊方（10）、三机（15）、西宇和（15）、保内
（４）、四ッ浜（６）、和香媛（5）、愛西（8）、和
之元（10）、御崎（10）、双岩（５）

9月12日 木 1

伊方（10）、三机（15）、西宇和（15）、保内
（４）、四ッ浜（６）、和香媛（5）、愛西（8）、
和之元（10）、御崎（10）、双岩（５）

4月 9日 火 2
真穴(16)、八幡浜(17)、八重浜（15）、三崎島(17）、
大媛（６）、町見(13）、日土(12)、陽幡(13） 10月9日 水 2

真穴(16)、八幡浜(17)、八重浜（15）、三崎島
(17）、大媛（６）、町見(13）、日土(12)、陽幡
(13）

5月 2日 木 全体　網戸洗い　(全教会対象） 11月12日 火 1

伊方（10）、三机（15）、西宇和（15）、保内
（４）、四ッ浜（６）、和香媛（5）、愛西（8）、
和之元（10）、御崎（10）、双岩（５）

6月12日 水 1

伊方（10）、三机（15）、西宇和（15）、保内
（４）、四ッ浜（６）、和香媛（5）、愛西（8）、和
之元（10）、御崎（10）、双岩（５）

12月9日 月 2

真穴(16)、八幡浜(17)、八重浜（15）、三崎島
(17）、大媛（６）、町見(13）、日土(12)、陽幡
(13）
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支部活動記録　立教 186 年 12 月
【
編
集
後
記
】
元
旦
祭
の
お
つ
と
め
を
大
勢

の
手
で
つ
と
め
終
え
、
家
に
帰
っ
て
く
つ
ろ

ぐ
時
間
帯
の
午
後
４
時
10
分
能
登
半
島
で
地

震
発
生
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
そ
し
て
そ
れ

以
上
に
津
波
警
報
が
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
、

「
直
ち
に
海
岸
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
言
葉
が
テ
レ
ビ
で
連
呼
さ
れ
て
い
た
。

お
正
月
の
特
番
を
見
て
、
普
段
離
れ
て
い
る

家
族
が
集
ま
っ
て
お
正
月
気
分
を
味
わ
お
う

と
い
う
ま
さ
に
そ
の
時
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
地
震
災
害
と
同
じ
よ
う
に
道
路
が
壊
滅
的

に
分
断
さ
れ
て
い
て
被
害
の
状
況
が
よ
く
つ

か
め
ず
、
時
間
が
た
つ
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
と

大
き
く
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
２
日
に
は
羽

田
空
港
の
滑
走
路
で
新
千
歳
空
港
か
ら
の
日

本
航
空
機
と
海
上
保
安
庁
の
機
体
と
が
衝
突

し
炎
上
し
、
人
命
を
失
っ
た
。
そ
の
海
保
機

は
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
に
支
援
物
資
を

届
け
る
予
定
だ
っ
た
。
お
ふ
で
さ
き
で
は
天

災
を
「
月
日
の
ざ
ん
ね
ん
・
り
い
ふ
く
」
と

仰
ら
れ
て
い
る
意
味
を
考
え
た
い
。（
陽
）

月日 活　動 場所 人数

12/1 支部にをいが
け 伊方 2 名

ハートクリー
ン 市内 名

12/9 ハートクリー
ン

ぽけっ
と P 7 名

12/12 少年ホーム
ひのきしん 7 名

　

能
登
半
島
地
震
災
害
に
救
援
物
資
を
送

り
ま
し
た
。

1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に

よ
る
災
害
の
救
援
と
し
て
1
月
4
日
に
ガ

ス
ボ
ン
ベ
96
本
を
西
宇
和
支
部
と
し
て
ネ

ッ
ト
で
購
入
し
発
送
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
に
1
月
6
日
に
石
川
教
区
よ

り「今
回
の
震
災
に
当
た
り
、
各
方
面
よ
り

石
川
教
務
支
庁
に
様
々
な
物
資
が
届
い
て

お
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
の
指
導
に
よ
り
、

一
般
車
両
に
よ
る
物
資
運
搬
に
規
制
が
入

り
ま
し
た
。
理
由
と
し
て
は
、
緊
急
車

両
通
行
の
妨
げ
に
な
り
、
人
命
救
助
等
に

多
大
な
支
障
が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。　

現
在
、
教
務
支
庁
に
到
着
し
た
物

資
の
量
が
十
分
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

い
つ
発
送
で
き
る
か
未
定
の
状
態
に
な
り

ま
し
た
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
当
面
の
石
川
教
区
で

の
物
資
受
け
入
れ
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。」

と
い
う
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
息

の
長
い
支
援
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
何

か
ら
で
も
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

元
日
に
能
登
半
島
地
震
発
生

【CM】貸し切りバスは　八幡浜観光バス（株）℡（0894）36-0868　八幡浜市保内町喜木１番耕地 116-1

※どうぞお気軽にご参加ください。詳細
はお近くの教会にお問い合わせ下さい。


